
　

町
村
合
併
に
伴
い
、
安
曇
野
市
体
育
協
会
が
発

足
、
平
成
二
十
七
年
度
末
で
十
年
が
経
過
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
四
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
設
立
総
会
で

会
則
を
承
認
、
新
役
員
が
選
任
さ
れ
て
形
は
出
来
上

が
っ
た
も
の
の
、
事
務
局
は
合
併
前
と
同
様
に
行
政

職
員
が
担
当
す
る
形
で
し
た
。
発
足
一
年
目
は
、
十

九
年
度
以
降
の
事
業
計
画
、
財
源
確
保
、
諸
規
定
づ

く
り
に
終
始
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
事
業
に
つ
い
て

は
旧
五
町
村
体
育
協
会
、
南
安
曇
郡
体
育
協
会
の
事

業
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
主
た
る

財
源
の
う
ち
市
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
町
村
合
併

以
前
に
旧
五
町
村
及
び
、
南
安
曇
郡
町
村
会
か
ら
受

け
て
い
た
補
助
金
額
を
そ
の
ま
ま
継
続
す
る
こ
と
で

市
の
了
解
が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
補
助
金
額
は
事
業

費
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
と
い
う
条
件
付
き
で
し

た
。
会
費
額
に
つ
い
て
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
安

曇
野
市
体
育
協
会
独
自
の
算
定
方
法
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
は
、
明
科
の
教
育
委
員
会

事
務
局
内
に
あ
っ
た
体
協
事
務
局
を
豊
科
勤
労
者
総

合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
体
育
館
に
移
し
、
行
政
か
ら
独
り

立
ち
す
る
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
翌
二
十
二

年
度
か
ら
は
事
務
局
を
堀
金
総
合
体
育
館
に
移
し
、

二
十
一
年
度
ま
で
行
政
職
員
が
担
当
し
て
い
た
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
事
務
局
業
務
を
新
た
に
採
用
し
た

体
協
職
員
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
体
協
事
務
局

は
よ
う
や
く
独
り
立
ち
す
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

こ
の
間
、
二
十
二
年
度
に
第
一
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

が
開
催
さ
れ
体
協
は
種
目
別
競
技
会
を
担
当
、
今
年

で
第
六
回
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
加
入
団
体
の
協
力

を
得
て
、
二
十
四
年
度
か
ら
本
協
会
主
催
の
ス
ポ
ー

体協だより
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た
だ
き
ま
し
た
。
在
任
し

た
四
期
八
年
の
間
、
関
係

し
た
皆
々
様
に
は
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

想
え
ば
安
曇
野
市
誕
生

の
翌
年
か
ら
発
足
し
た
市

体
育
協
会
「
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
設
立
準
備
委
員
会
」

の
委
員
の
皆
様
に
は
、
設

立
へ
の
条
件
整
備
及
び
規
定
案
作
り
等
検
討
を
重
ね

て
い
た
だ
く
な
か
平
成
十
九
年
一
月
に
は
「
設
立
総

会
」、
四
月
に
は
「
結
団
式
」
を
挙
行
す
る
に
至
り

ま
し
た
。
ま
た
、
発
足
当
初
も
含
め
ス
ポ
少
事
務
局

と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
の
山
下
泰
永
様
、
中
島
俊
一
郎
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。私
自
身
、思
い
も
し
な
か
っ

た
初
代
本
部
長
を
お
引
き
受
け
し
た
の
は
、
合
併
前

の
豊
科
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
組
織
と
運
営
の
確
か
さ

を
実
際
に
肌
で
感
じ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
は
市
の
行
政
改
革
に
伴

い
、
ス
ポ
少
の
事
務
処
理
を
体
育
協
会
事
務
局
が
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
県
下
最
大
を
誇
る
六

十
四
単
位
団
を
と
り
ま
と
め
て
い
く
こ
と
は
難
し
い

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
ス
ポ
少
指
導
歴
は
三
十
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。

本
部
長
と
し
て
は
何
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
と
こ
ろ
の
急
激
な
社
会
環
境
の
変
化
は
、益
「々
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
・
将
来
像
」
を
難
し
い
も
の

に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
如
何
な
る
時

も
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
青
少
年
の
教
育
の
場
」
と

す
る
認
識
を
大
切
に
「
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
楽
し
さ
・

よ
く
学
べ
る
場
」
の
提
供
者
で
あ
り
た
い
と
常
に

願
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
安
曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ま
す
ま

体
協
会
長
挨
拶

体
協
会
長
挨
拶

会
長
　
下
里 

安
生

安
曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
本
部
長
退
任
の
ご
挨
拶

安
曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
本
部
長
退
任
の
ご
挨
拶

初
代
本
部
長
　
西
村
　
義
夫

ツ
教
室
を
開
催
し
二
十
七
年
度
は
二
十
教
室
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　

一
方
で
、
平
成
二
十
三
年
九
月
よ
り
一
層
の
組
織

の
活
性
化
、
運
営
の
厳
正
化
を
図
り
、
外
部
か
ら
も

存
在
を
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
体
協
に
な
る
事
を

目
指
し
法
人
格
取
得
の
方
向
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

以
来
、
約
四
年
間
に
わ
た
り
総
務
委
員
会
で
の
検

討
、
各
地
域
体
協
や
競
技
団
体
の
意
見
聴
取
、
説
明

会
等
を
重
ね
、
今
年
一
月
に
体
育
協
会
加
入
団
体
の

代
表
か
ら
な
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
安
曇
野
市
体

育
協
会
設
立
準
備
委
員
会
を
結
成
、
十
月
二
十
四
日

に
は
設
立
総
会
を
開
催
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
予
定

通
り
順
調
に
事
が
運
べ
ば
、
本
会
結
成
十
一
年
目
に

あ
た
る
二
十
八
年
四
月
か
ら
特
定
非
営
利
活
動
法
人

安
曇
野
市
体
育
協
会
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
大
き
な
節
目
に
あ
た
り
、
体
育
協
会
本
来
の

目
的
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
全
な
精
神
の
高
揚
を

図
り
、
健
康
的
で
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す

る
」
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
を
も
う
一
度
思
い
返

し
た
い
。
ま
た
、
体
育
協
会
に
加
入
し
活
動
を
続
け

る
中
で
、
自
ら
の
願
い
を
実
ら
せ
て
い
く
こ
と
は
勿

論
大
事
な
事
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
健
康

で
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
為
に
少
し
で
も
役
に
立
ち

た
い
」
と
い
う
奉
仕
の
精
神
を
忘
れ
な
い
で
い
き
た

い
と
思
う
の
で
す
。
体
育
協
会
に
加
入
し
、
活
動
す

る
こ
と
を
、
損
得
を
超
越
し
て
「
誇
り
」
に
思
え
る

体
育
協
会
で
あ
り
会
員
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　　

今
年
の
三
月
を
も
っ
て
本
部
長
を
退
任
さ
せ
て
い



す
の
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
前
任
の
西
村
本
部
長
の
後
任
と
し
て
安

曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
を
務
め
ま
す
加
々

美
浩
一
で
す
。
所
属
は
明
科
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
コ
ー
チ
で
す
。
各
単
位
団
の
指
導
者
、
母
集
団

の
皆
様
と
共
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

今
年
は
安
曇
野
市
と
な
っ
て
か
ら
十
年
の
節
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
創
設
以
来
、

少
年
団
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
の

情
熱
と
努
力
に
よ
り
、
育
成
、
継
承
さ
れ
て
き
た
お

か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
現
在
め
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
社
会
環
境
の
中
で
、
少
子
化
や
運
動

嫌
い
の
子
ど
も
の
増
加
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
暴
力
や
差
別
、
ス
ポ
ー
ツ
障

害
な
ど
、
人
権
に
も
関
わ
る
重
大
な
問
題
も
生
じ
て

い
る
の
が
現
実
で
す
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も
達
が
夢

や
希
望
を
抱
き
、
身
体
を
育
み
、
強
い
意
志
を
持
っ

て
未
来
に
進
む
た
め
、
地
域
に
密
着
し
た
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
為
に
、
様
々
な
問
題
に
向
き
合
い
、

課
題
解
決
に
一
歩
一
歩
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
こ
の
地
域
の
全
て
の
子

ど
も
達
が
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
り
、
人
々
を

つ
な
ぎ
、
地
域
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
理
念
に
基
づ

き
、
先
輩
諸
氏
の
思
い
を
継
承
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
通
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
う
未
来
へ
の
架

け
橋
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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安
曇
野
市
体
育
協
会

　
　
　
　
設
立
総
会
開
催

特
定
非
営
利
活
動
法
人

《
設
立
総
会
ま
で
の
経
緯
》　

●
平
成
二
十
三
年
九
月
二
日

　
・
安
曇
野
市
体
育
協
会
設
立
五
周
年
、
法
人
格
取
得
の
方

　
　
向
で
検
討
を
開
始

●
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
七
日

　
・
理
事
会
総
務
委
員
会
に
お
い
て
、
法
人
化
研
究
委
員
会

　
　
を
設
置
し
、
五
年
後
を
目
途
に
準
備
を
進
め
る
こ
と
を
承
認

●
平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日

　
・
第
一
回
設
立
準
備
委
員
会
開
催

●
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

　
・
代
議
員
会
に
お
い
て
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
特
定
非
営

　
　
利
活
動
法
人
安
曇
野
市
体
育
協
会
へ
の
移
行
を
承
認

●
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
四
日

　
・
設
立
総
会
開
催
、
八
回
の
準
備
委
員
会
開
催
を
経
て
特

　
　
定
非
営
利
活
動
法
人
安
曇
野
市
体
育
協
会
設
立
に
関
す

　
　
る
議
案
が
全
て
承
認
さ
れ
た
。

《
設
立
当
初
役
員
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

順
不
同
敬
称
略

●
理
　
　
事

　
　

藤
森　

康
友
（
豊
科
）　 　
　

柿
本　
　

豊
（
穂
高
）

　
　

古
川　

節
雄
（
豊
科
）　 　
　

鈴
木　

尚
登
（
穂
高
）

　
　

内
川
慶
一
郎
（
豊
科
） 　
　
　

鶴
見　
　

弘
（
堀
金
）

　
　

三
澤　

賢
二
（
三
郷
）　 　
　

赤
羽　

利
夫
（
明
科
）

　
　

加
々
美
浩
一
（
明
科
） 　
　
　

赤
羽　

高
明
（
豊
科
）

　
　

臼
井　

良
臣
（
堀
金
）　 　
　

務
台　

正
直
（
三
郷
）

安
曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
本
部
長
就
任
の
ご
挨
拶

安
曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
本
部
長
就
任
の
ご
挨
拶

二
代
目
本
部
長
　
加
々
美
　
浩
一

　
　

伊
藤　
　

勝
（
堀
金
）　　

 　

大
谷　

洋
子
（
豊
科
）

　
　

宮
島　

義
征
（
豊
科
）

●
監
　
　
事

　
　

伊
藤　

重
徳
（
明
科
） 　

  　

 

宮
島　

哲
雄
（
堀
金
）

※
設
立
準
備
委
員
会
三
部
会

　
・
正
会
員
団
体
よ
り
一
名
、
全
二
十
四
名

《
総
務
部
会
》

　
・
定
款
（
案
）
の
作
成
と
定
款
に
伴
う
諸
規
定
の
作
成
、　

　
　
設
立
当
初
の
役
員
の
選
任

《
事
業
部
会
》

　
・
平
成
二
十
八
年
度
、
二
十
九
年
度
の
事
業
計
画
案
の

　
　
作
成

《
財
務
部
会
》

　
・
平
成
二
十
八
年
度
、
二
十
九
年
度
予
算
（
案
）
の
作
成

　
・
定
款
、
諸
規
定
と
の
整
合
性
の
確
認
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安曇野市スポーツ祭総合開会式
安曇野市制１０周年記念

◆
上
條　

誠

（
市
体
協
弓
道
部
）

◆
武
藤
美
羽
（
市

空
手
道
連
盟　

第

十
二
回
長
野
県
小

学
生
空
手
道
選
手

権
大
会
優
勝
）

◆
チ
ロ
リ
ン
ズ
（
市
体
協
軟
式
野
球
部　

第
五
十
八

回
高
松
宮
賜
杯
全
日
本
軟
式
野
球
大
会　

第
二
部

準
優
勝
）

◆
吉
森
大
和
（
南
安
曇
農
業
高　

全
国
高
校
総
体
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
）

◆
恩
田
佑
哉
（
松
商
学
園
高
等
学
校　

第
八
十
七
回

選
抜
高
校
野
球
大
会
硬
式
野
球
）

◆
曽
根
原
和
音
（
松
本
県
ケ
丘
高
等
学
校　

全
国
高

校
総
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

◆
遠
藤
美
芙
由
◆
丸
山
優
衣
◆
岩
月
聖
奈
◆
岩
岡
咲

乃
（
共
に
豊
科
南
中
学
校　

全
国
中
学
校
総
体
卓

球
）

◆
佐
々
木
笙
（
豊
科
北
中
学
校　

全
国
中
学
校
総
体

柔
道
）

◆
小
林
叶
音
（
豊
科
北
中
学
校　

全
国
中
学
総
体
陸

上
四
百
ｍ
リ
レ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
敬
称
略
順
不
同

二
十
六
年
度
体
協
表
彰
式

　
　
　
　
　
受
賞
者
の
紹
介

功
労
賞

栄
光
賞

奨
励
賞

宮沢市長あいさつ 反復横跳び　親子で競争

グラウンドゴルフ　親子とその友達 ストラックアウト　全部当ててやる！！
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日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
は
、
日
本

体
育
協
会
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
ド
イ
ツ

ユ
ー
ゲ
ッ
ト
と
の
協
定
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る

青
少
年
の
国
際
交
流
事
業
。
単
位
団
で
活
動
を

し
な
が
ら
、
初
級
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー

ル
を
ス
タ
ー
ト
に
各
種
の
交
流
大
会
や
中
央
で

の
研
修
会
に
参
加
、
研
鑽
を
積
み
日
本
体
育
協

会
の
審
査
に
合
格
し
た
団
員
が
日
本
団
を
組
織

し
、
本
年
度
は
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
十
七

日
ま
で
の
十
八
日
間
の
ド
イ
ツ
滞
在
と
な
り
ま

し
た
。

　

僕
は
今
回
、
日
独
同
時
交
流
に
派
遣
団
員
と

し
て
参
加
し
て
、
沢
山
の
事
を
感
じ
、
学
ぶ
事

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
二
つ
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
言

語
に
つ
い
て
で
す
。
僕
は
ド
イ
ツ
に
行
く
前
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
言
語
に
つ
い
て
の
不

安
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
お
店

に
行
っ
た
時
な
ど
は
少
し
困
り
ま
し
た
が
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
受
け
入
れ
先
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
言
語
で
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
は
や
は
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
人
達
が
気
を
使
っ
て
く
れ
た
り
、
互
い
に
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
今
後
に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
食
べ
物
に
つ
い
て
で
す
。
ド
イ
ツ

の
食
べ
物
は
ど
れ
も
と
て
も
お
い
し
く
、量
も

多
か
っ
た
の
で
と
て
も
満
足
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ま
た
、今
ま
で
に
見
た
こ
と
が
な
か
っ

た
果
物
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
勉
強

に
も
な
り
ま
し
た
。
沢
山
の
も
の
を
見
て
、
感

じ
て
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
独

同
時
交
流
で
僕
は
成
長
す
る
事
が
で
き
た
と
い

う
確
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
と
て

も
充
実
し
た
滞
在
で
し
た
。

　

私
は
今
回
日
独
同
時
交
流
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
多
く
の
事
を
学
び
、
考
え
、
感
じ
て

来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
派
遣
団
員
と

し
て
参
加
す
る
の
は
二
回
目
で
し
た
が
、
私
に

と
っ
て
一
回
目
と
は
違
う
意
味
を
持
っ
た
実
り

の
多
い
交
流
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
一
番
心
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
レ

ナ
と
の
出
会
い
で
す
。
私
は
一
回
目
の
ド
イ
ツ

に
行
っ
た
時
あ
ま
り
話
し
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
積
極
的
に
話
を
し
て

み
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
私
が
英
語
を
話

す
こ
と
は
そ
ん
な
に
で
き
ま
せ
ん
が
、
何
と
か

し
て
話
し
て
い
く
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
レ
ナ
は
、
私
と
同
い
歳
で
同
じ

教
育
に
つ
い
て
大
学
で
学
ん
で
い
て
教
師
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
多
く
の
共
通
点
が
あ

り
ま
し
た
。
私
と
レ
ナ
は
毎
日
夜
遅
く
ま
で
、

多
く
の
事
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私

は
、ド
イ
ツ
と
日
本
の
価
値
観
の
違
い
を
知
り
、

新
し
い
考
え
を
持
っ
た
り
、
自
分
の
考
え
に
つ

い
て
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
レ
ナ
の
こ
と
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
レ

ナ
は
お
別
れ
の
日
に
私
に
「
あ
な
た
は
私
の
大

切
な
家
族
だ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も

同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
今
回
の
交
流
で
、
人

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
人

と
関
わ
る
こ
と
は
常
に
私
に
新
し
い
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。
人
と
関
わ
る
こ
と
が
最
も
真

実
で
、
異
文
化
体
験
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う

考
え
る
と
私
は
、
今
ま
で
も
そ
う
い
う
チ
ャ
ン

ス
が
沢
山
あ
っ
た
の
に
そ
れ
を
見
逃
し
て
い
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
の
方
や
つ
な
が

り
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
、
こ
こ
で
の
経
験

を
日
常
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
に
と
っ
て
今
年
の
夏
は
忘
れ
ら
れ
な
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

《
賛
助
会
員
》ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

・ 

長
野
銀
行
㈱　

豊
科
支
店

・ 

八
十
二
銀
行
㈱　

豊
科
支
店

・ 

あ
づ
み
農
業
協
同
組
合

・ 

安
曇
観
光
タ
ク
シ
ー
㈱

・ 

豊
科
総
合
開
発
㈱　

豊
科
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

・ 

穂
高
カ
ン
ト
リ
ー
㈱

・ 

あ
づ
み
野
カ
ン
ト
リ
ー
㈱

・ 

あ
づ
み
野
テ
レ
ビ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

敬
称
略　

順
不
同

《
二
見
和
斗
君
報
告
》

　
　
　
　
　
　
　
楽
動
隊
　
大
町
高
校
二
年

《
二
見
は
る
か
さ
ん
報
告
》

　
　
　
　
　
　
　
楽
動
隊
　
信
州
大
学
三
年

結
団
式

結
団
式

二
十
七
年
度

二
十
七
年
度

同
時
交
流
報
告

同
時
交
流
報
告

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

安
曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

安
曇
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団


